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～日本学術会議講堂で初めて開かれた国際会議～

ばじめに

新装だった日本学術会議講堂で去る8月18目19目

の両目の講演会に始まり国際水文地質学会(工A印お

よび日本地下水学会の共同主催目本学術会議地質調

査所東京地学協会および日本工業用水協会の後援で

1971年国際水文地質学会アジア地域会議が開催された.

IAHとはIntemationa1AssociationofHydrogeo-

1ogistsの賂でフランス語ではAssoci拙｡nIntematL

ona1edesHyd工｡g6o1oguesで略称はAIHどたり

日本語では国際地下水学会という名称を使う人もあるが

正式には国際水文地質学会である.

IAHは1956年メキシコ世界地質学会の時創設され

ヨｰロッパを中心にして活動を続けてきたが1968年印

度で行なわれたIUGS総会の時IUGSを通じてICSUに

加盟した.現在の会員数は約700人でヨｰロッパ諸

国に会員が多く日本の会員は現在5人であるがこの

会議を写機に会員の数も増加するものと思われる.一し

かし刊行物にフランス語の･ものが多いことも障害とた

って日本人会員の増加しえたい1つの理南となっている､

IAHの会議は1957年パリでの開催以来過去10回開

かれている.このうち1968年プラハで開かれた総会･

小西泰次郎

は実質的には流会とたっているがその後会則により4

年に1度IUGSと同時に総会を開くことになったので

!972年にカナダで総会を開く予定にたっているがそれ

に先立って日本でアジア地域会議という名で国際会議を

開くことになったもので総会とは別にアジア地域にお

いて開かれる会議ということでこの名称をつけたもので

ある.IAHの現会長はチェコスロバキアのDr.Bo亘U一

皿ILR醐Ac事務局長はDr.GILBERTCムsT州YとDr.

LoUIsDU肥R冊蛆の2人である.

なおこの会議開催には幾多の紐余曲折をへてようや

くこの度の開催に至ったものでその間の事情について

今回組織委員長とたった山本荘毅教授は次のように述

べられている.

IAHアジア地域会議を開催するに当ってその経緯

をふり返ってみるとIAHを日本で開催することについ

てはかたり以前からその案カミあり日本地下水学会の

名において正式招待状を出したこともあったがウヤム

ヤに終わっていた.それはIAH目本人会員の少ないこ

と一とIAHの日本側対赤団体である日本地下水学会が弱

小学会下あることさらに一般的にいって日本の地下水

研究者の層のうすい'こ一となどカミそのおもた理由であった.

しかし近年地下本利用の急激な増大それに伴う各

種トラカレの発生は単に地下水利用を妨げるだけでた

く公害の誘発という問題もおこってきた.そこ､で地

下水開発の問題は単たる資源の問題ではなく･公害の問

題としてもクロｰズアップしてきている.一方GNP一

の増大東南アジア中近東諸国への積極的援助計画の

実現など対外的た情勢の変化に対赤してOTCAの研修

コニスにも地下水開発コｰスが設置されるなど地下

水研究に対する内外の情勢カミ国際会議をもつことの必

要性とそれを可能にする方向に進んできた.

IAH本部およびとくに日本に対する関心の薄かった

ヨｰロッパの国々の人も日本に対する学問的文化的

興味がExpo'70を契機として爆発的にもりあがってお

竿昨年のIA斗本部からカスタニｰ博士の来日となっ

てあらわれている.また先に述べたようにIAHとし

写真1会場になった日本学術会議�
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てアジアにおける新しい会員のかく得という課題も同

時に満足しうるであろうという期待も大きいように見受

けられる.またユネスコの国際水文学十年計画に対す

る日本側の協力に対する評価も忘れられてはたらたいこ

との一つである.

このようた情勢に劾応して日本地下水学会はH本学.

∴術会議の地質学研究連絡委員会に要請して1967年5月

にその傘下に水文地質小委員会カミ組織され小委員会の

委員長は1967年イスタンブｰルにおける工AH会議にメ

ッセｰジを送り!970年以降に日本におけるIAH会議

開催が実現するように努力したい旨を述べた.

その後IAHから小規模た地域会議の形式にして1970

年の開催を希望してきたが種々の事情により1カ年延

期して197!年にIAHと日本地下水学会の共同主催

目本学術会議地質調査所等の後援のもとにこの会議

開催の運びと決ったものである.

'71阯Hアジア地域会議組織委員.会

この会議開催のため組織委員会カミつくられ募金にま

た会議開催の準備に当ることになった.委員長には現

役の第一人者として東京教育大学教授山本荘毅博士が

推され組織委員会のメンバｰは次のようだ人々によ

り構成された.

委員長

,副委員長

同

総務幹事

学術小委員長

委

同

同

同

同

同

員

山本荘毅東京教育大学教授

酒井軍治郎東北女子大学教授

村上政嗣南九州大学教授

蔵固延男日本工業用水協会顧間

落合敏郎農林省農業土木試験場

岩津潤大阪市立大学教授

奥津春生東北大学教授

近藤忠;秋田大学教授

酉田彰一新潟大学教授

山口久之助北海道立地下資源'

調査所

中尾宗信目本工業用水協会

事務局長一

河合治全国製井業協会連

合会専務理事

ホテルで行なわれた.海外からの参加者の宿舎にはこ

のホテノレと一部はホテノレニュｰジャパンを使用したため

ここで行なわれまた当目の会場でも行なわれた.

一おもな行事である講演発表とその討論は18目および!9

目の両目にわたり日本学術会議講堂で開催された.咋

年71月に新築移転した日本学術会議ρ一階1千つくられ

たこの講堂は菌際会議用の同時通訳設備の整った収容

定員300人ほどの会議場で今回の会議で始めて国際会

議に用いられたもので開会時の挨拶に立った江上不

二夫目本学術会議会長もこの点にふれておられた.

20目は本会議の延長として主要議題である人工地下

水6講演討論会か地質調査所で行なっている人工地下

水研究地の所在地に当る埼玉県大里郡妻沼町(メヌマ)

にある妻沼東中学校講堂兼体育館のホｰノレで開催され

研究地の見学とを兼ねて現地での討論会が行たわれた.

翌21目は地下水開発と密切な関係にある襲丼および

揚水関係の工場として三協工業KK川口工場およびポ

ンプメｰカｰ荏原製作所川崎工場の見学会カ澗催された.

また会議終了後の巡検旅行は8月22目から27目まで

の九州および関西巡検旅行および8月23目から26目ま

で北関東および東北地方巡検旅行が用意され海外から

の参加者は日本の地下水車庸と日本の風物にまのあたり

ふれることができた.

会議出席者と講演発表会における発表者とその演題

会議の出席者は総数!43大うち海外からはドイツ

の23人を筆頭にフランス8イタリアおよび中華民国

5トルコおよびイラン3エチオピアおよび韓国2

参加者1人づつの国はスイスチェコスロバキアハ

ンガリｰアラブ連合インドアフガニスタンセｰ

ロンネパｰルマレｰシァタイ南ベトナムフイ

この他委員として磐井業協会等から11人

また地質調査所からは小林勇所長および

小西泰次郎水資源課長が委員としてまた

事務局員として水資源課の村下敏夫野間

泰二両技官が参加した.

会議開催期間とその会場

会議の登録は8月17目午後から赤坂東急

写真2

メインロビｰのIAHアジア地域会議の表示右側はレジストレｰショ:ノの受付�
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写真3開会の辞を述べる山本荘毅組織委員長

リピンアメリカ合衆国の64人で日本人の参加者は79

人であった

会議用語は英語およびフランス語でまた正式の国際

会議用語にない日本語もとくに今回は会議用語とされ

4編の発表か日本語で行たわれたが要約および本論文

は英語またはフランス語に限られることになった.

会議の主要議題は

1)水文地質図

2)人工地下水

3)その他地下水および作井等に関する諸問題

となっている.これら主要議題のうち8月18目は主

として水文地質図に関する発表が行なわれ19目にはお

もに人工地下水(Arti丘｡玉a1Rechargeの対訳語はいろい

ろであるが広い意味におげるそれを一括してここで

灘.､､

写真4開会式の参列者前列右から1』｣本組織委員長IAH会長Dr.

R吻Ac後列右から江上不二夫目本学術会議会長小林勇地質

調査所長落合敏郎周本地下水学会長安芸敏一IHD委員長

は地質調査所で現在行なっている研究の名称をそのまま

用いて人工地下水ということにする)に関する発表が

それぞれ放された.

8月18目午前!0時会議は開催されはじめに組織委

員会委員長山本荘毅博士の開会の挨拶があり次でIAH

会長D工.R醐Acの日本で開催されることのよろこびの

挨拶があり以下目本学術会議会長江上不二夫博士目

本地下水学会会長落合敏郎博士地質調査所長小林勇博

士IHD国内委員会委員長安芸咬一博士の開会式辞が

おくられた.このあと地下水に関する講演発表はま

ず近藤忠三博士を座長として隣国の韓国国立慶州大学

助教授金永瑛氏の韓国の地下水に関する論文から始めら

写真5本会議場に当てられた周本学術会議講堂

写真6メインロビｰの奥に設けられた機器展示場水位測

定器などが展示されている�
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れた.以下順を追って発表者国名講演題目につ

いて述べる.

｡KI皿YoUNGKI韓国:韓国における地下水の概要

南Es砒NDI畑IFARIIムDイラン:半乾燥地帯における水資漁の

研究

㊥AHMEDO班ERIDRIsエチオピア:エチオピアにおける地下

水の湧着流動とその開発

⑧R0NAN1LK㎜IARインド:インドの三角洲地帯における地

下水開発

18目午後は座長にDLW0L亙GムNGRIc趾ER(ドィッ)がつい

た.

国木野義人目本:自然環境の指標としての水文地質図

南NIHALATUKトノレコ:トルコにおける水文地質図について

の研究活動とその図面作成に当って

南R0NAIAND㎜wハンガリｰ:第四紀堆積盆における水文地

質図

㊥MARG畑J趾Nフランス:地下水資源図

④LnIJE0NGUNG韓国:Anseong河流域の水文地質

画MURADALIM畑NADアフガニスタン:Char-i-kar地域の

水文地質図

㊥ScliNEIDERT.L.LUcIENオｰストラリア:チャド共和国の

150万分の1水文地質図とその説明書

19目は主として人工地下水(Arti五｡ia1Recharge)の講演発

表の目に当てられ座長にはMLEs肚NDI畑IFA朋ムD(イラ

ン)がついた.

国MULLRoLFドィッ:Kairovan平原の地下水溜養のアナ回

グシュミレｰション

④MUAmi㎜Yム肌LI0GLUトルコ:地層抵抗の地球物理学的測

定と帯水層の透水係数との関連についての研究

④猿山光夫日本:白石平野における人工かん養試験

㊥山本荘毅日本:日本における人工地下水

ここで座長はDr.PFEI酊㎜DエETER(ドイツ･ECAFE)に茂

った.

㊥GR0趾PAULEG0Nドイツ:未固結岩における地下水開発

④H0L拓H五NsWERNERドイツ:堰き上げられた川の地下水禍

養

南AHMEDMムssoU皿Iイラン:帯水層の常数についで

④小西泰次郎周本目本における人工地下水とくに地質調

査所における研究について

固柴崎達雄日本:地盤沈下における水収支シュミレｰション

の応用ディジタル･コンピュｰタｰによる

アプロｰチ

午後の座長はMrs.NIH蛆ATUK(トルコ)およびMr-

CムLLAIIANJosEmT.(アメリカ)が行なった.

㊥鶴巻道二目本:東大阪における水質の問題点

国落合敏郎日本:天然放射能測定による地下水探査

㊥福因清日本:水岡地帯の浅層地下水のタイムステイジ関

係を表わす一方法

画ScHN酊DERHANsドイツ:古水文学と地下水の水質

㊥吉武長栄貝本:日本の地下水開発における作井技術の現況

画奥津奉主目本:水文地質図から見た化石水の問題一東北地

方新第三紀および第四紀におこった海進

が地下水に与えた影響一

㊥LEYEQUEPAULフランス:残留放射能の浅層地下貯留永続

のための水理学的条件

㊥NA肌GムNGGUNTHERドイツ:湧水の範囲について

･村上政調目本:大和平野における地下水流出量と大和川流

出量並びに流域内降水量との関係

南RAs互w州SムL0亘A.H.アラブ連合:透水量係数および貯

留係数のグラフによる求めかた

かくて18目および19目の両目にわたる興味深い発表お

よび盛んだ討論は19目午後6時過ぎに終わり海外か

らの参加者は一たん宿舎に帰りこの夜レセプションが

行なわれた.7時すぎネオンまばゆい夜の東京を宿

舎赤坂東急ホテノレを出たバスは芝白金の迎賓館に至り

本館の庭園においてレセプションが催された.日本式

庭園と老松の木蔭越しに隠見する日本の夜の象徴華やか

たネオンサインのほのかた明るさを背景に落付いたう

ちにも賑やかたこのカクテルパｰティは2日間の会議を

無事に終わった安らぎのなかに旧交をあたためまた

写真7

日本学術会議2階会議室に設けられた水文地質図展示場各

国自優の水理地質図カ茎展示された

写真8白金の迎賓館で行狂われたレセプション左端うしろ向きの

MLCム肌畑ムNと譲笑する筆者�
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妻沼人工地下水研究位置図およびA

時間のたつのを忘れさせた.

この席で紬ま久しぶりでJos班亘TC蛆L畑ムN氏と合う

ことができた.カラノ･ン氏は米国の対韓援助計画によ

り長くソウルに滞在され数度の来日により日本の地質

学者にも既知の人々は多いが今回帰国されてアメリカ

合衆国地質調査所の地下水部長に就任されたもので今

回唯一人の米国からの参加者とたっていた.話もつき

ないうちに予定の9時半はまたたく間にすぎて楽しく

もまた実り多いバｰテイは閉じられた.

8月20目8時30分赤坂東急ホテルを出た3台のバス

はそろそろはじまった都内の渋滞をぬけて国道17号

線を北へと急いだ.

本会議の次かの一つとして人工地下水の討論会ならび

に地質調査所で行なっている人工地下水研究の妻沼研究

B両地点配置図

つとめた.この会場の設営に当っては若干のもめ事が

あった.それは会場の床保護の問題でこの会議に

も靴をぬいでスリッパに履き変えてもらえないかとの要

請があったがしかし外人を主体とするこの会合で習

慣の違う海外の人々にそれを強要するのもどうかという

ことで妻沼町企画課と教育委員会の特別のはからいで

特に下敷を二重にして許可をいただい.またこのほか

会場の設営に当りこの目の準備万端いろうなく整えて

くださったのは妻沼町役場の企画課を中心とした方々

である.

人工地下水討論会は山本組織委員長の開会の挨拶の

あと妻沼町町長増田一郎氏が立って歓迎の挨拶をさ

れた.ここ妻沼研究地の設定に当っては同町長に負う

ところ多くこの研究地選定の条件の一つとして地元の

協力のえられるところξいう一項があったカミ今日の一

地(MenumaTestSite)

見学会が開催される埼

玉県大里郡妻沼町へ向

かうためあるときは

交通渋滞でノロノロと

また大宮鴻巣吹上

のバイパスではピタ走

に走り続けた.しか

し妻沼に到着したのは

予定より遅れること約

1時間11時30分近く

であった.

会場に当てられた妻

沼町東中学校では講

堂と体育館とを兼ねた

天井の高い広々とした

会場の床には一面にビ

ニｰルと薄い絨綴を重

ねて張って床の防護に

写真9

人工地下水討論会の講演会場となった妻沼東中学校

写真10妻沼東中学校に設けられた会場の全景と講演する筆者うしろ

は薬→仏語通訳�
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策1表妻沼研究地主要施設覧表

A地点

観測小屋:396m2

注入井:D(深度)300mφ(口径)300㎜

水中ポンプ:φ100mm7.5kW

Q(水量)O.85皿9/miH(揚呈)28m

観測井42:D200mφ200mm

観測井43:D200mφ200mm

水中ポンプ:φ32mm400W

Q25Z/㎜iH30m

注入水用水源井:D工5㎜φ300m皿

渦巻ポンプ1φ100m皿3.7kW

Qo.9㎜s/miH1o.4m

触針水位計および記録用の多批点式記録言十

B地点

注入井:D200mφ350㎜m

水中ボンブ:φ10腕m19kWQ1.0m3/miH60m

注入水用水源井:D90mφ300m㎜

D45mφ300m㎜

D15mφ400m瓜

水中ポンプ:φユOO皿m7.5kW

Qo.85ms/皿iH28㎜

渦巻ポンプ:φ100mm3.7kW

QO.9m3/皿iH10.4m

翼車型量水器触針水位計

電磁流量計およびそれらの付属品

第2表A地点注水試験

会議を迎えることができたのも同町長をはじめ企画課長

芝田徳五郎氏を中心とする一致協力があったからでこ

れらの方々のご好意に対し紙面を通じて心から感謝の

意を表したい.

講演討論会は次で筆者(小西)がたって地質調査所

の人工地下水グルｰプを代表して妻沼研究地における研

究状況とその成果に関する講演を人工地下水に関する

討論の話題提供者として行恋った.

この人工地下水の研究は昭和42年度に工業技術院の

特別研究として取り上げられ5カ年計画を以て実施し

ているもので本年はその最終年度に当っている.研究

地はA地点とB地点にわかれておりその間の距離は約

260mである.研究地とその設備の路図を第1図に

またAB両地点の主要設備の一覧表は第1表の通りであ

る.研究費は42年度650万円434445年カミそれ

ぞれ1,000万円つつ46年度は500万円で合計4,!50万

円である.

試験項目1

揚水試験

(第1回)段階注水

(第2回)段階注水

(第3回)連続注水

注入井の揚水

(第4回)連続注水1

注入丼の揚水

(第5回)連続注水1

注入丼の揚水

期間(昭和年月目)1規模注･揚水総量

44.1,19～皇Oi

,21一､､1､｡｡一ム｡｡舳㌧､､｡が
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3･11～221"一8榊

7･30～9･29i1･00㎞3/d×61d161･000m3

舳･一･･1…3/･･1･･hi･･…a

9･19～10-23=1･OOO㎜3/d×34d13ム700価3

46.1.24～2840㎜8/hx52h,2,100m3

�

2.18～26i40皿曲/h×192h7,190m3

2.27～2840m8/h×24h

目的

960m3■目づまり除去

帯水層試験･水質

帯永層試験･適正注水量･

〃

水位･水質変化

目づまり除去(井戸の再生)

水位･水質の変化

目づまり除去水質

水位･水質の変化

水質

水質

水質

研究は現在続けられておりい

ずれこの地質ニュｰスにもその概

要を発表する予定であるカミここ

で若干その概略にふれてみると

A地点における研究経過の一覧は

第2表でこのうち第345

回の注水試験結果の注水量に対す

る水位と注水時間の関係をあらわ

したグラフを第2図にまた第3回

第4回および第5回の注水試験に
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策3表一1A地点

注入水(15㎜井の地下水)の水質とその揚水に伴う水質変化

���∴㍗㍗£1声器ξ1汽1;;1���

M一アルカリ度PPm������
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第3表一2A地点観測丼43

＼諌験月目

分析項目＼､
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総注水量

第3回注水試験1969

注水開始前

7月30日
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(分析･永井茂技官)

の注水による水質変化

第4回注水試験1970

注水開始前1

9月19目
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10月23日
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第5回注水試験197ユ

注水開始前

2月18目
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注水終了後

2月26目
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おける水質の変化を第3表

に示した.

ここで行たわれた一連の

注水試験研究においてとく

に注目されるのは注入水

に深度15mの浅井戸から揚

水した地下水を用いたこと

である.研究を始めるに

当り研究地選定条件の一

つに注入水の問題があった.

以前行なった地下還流試験

研究においては注入水は

概ね工場で用いた冷却排水

または工場用の表流水を用

いたカミ工場地帯を特に避

けたこの度の研究において

は工場排水はもちろんた

くまたこの地は利根川の

右岸堤防のすぐ下ではある

が利根川の水を引くこと

は水利権からもまた堤防を

こえて取水することは技術

的にも不可能なためいき

おい浅層の地下水に頼らざ

るをえないということもあ

って浅層の地下水の取れ

る地点ということも研究地

の一つの条件にたっていた.

(分析･永井茂技官)

最初の年に妻沼町地内3カ

写真11-1

妻沼研究地A地点の全景利根川堤防から研究地へと向か

う見学者たち

写真11-2

A地点観測小屋と水源井中央を走る鉄管の左端に注入

井がある�



一29一

策4表B地点において

1971年

に行な

った注水試験

注水前の揚水

揚水量

m割/h
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50分揚水

ユO分停止
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津

水試

験
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46.8月初旬現在

第5表B地点にお

ける各井戸の水質

＼く源別一�種類�注入丼�注�入水�用の水�源�丼

��■�����

λ�B注入井�水源井No,1,15m�,水源井N.2,15m』�水源井No.3,45皿�I��

�����1�水源井No,4,90m�

分析項目�昭和年月目�44･12･23�44･12･23�,�44･12･18�45･11･17�46･3･23

偐����

M一アルカリ度CaC08�99.O�103.5�110.0�85.O�87.0��

C1一�13.6�36,3�37.4�9.O�10.8��
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所に浅井戸を掘り水質を調査した結果現在のA地点に

ある井戸は水量は豊富であるが水質は鉄分が非常に多く

そこに問題カミあったが土地の借用および排水の便など

の条件がよかったのでこの地を研究地に定めたがこの

浅井戸の水質は良いにつけ悪いにつけ問題とたった.

この浅井戸の水をうっかり空気に曝したのではたちまち

酸化鉄の沈澱を生じてこれをそのまま注入水として注

入井のなかに送り込んだのでは直ちに目づまりのおこる

ことは目に見えているのでポンプで汲み上げた水は鉄

管を通してそのまま注入井の水面下に注水する方式をと

った.しかし一面この鉄の多いことは銭分の少ない

(分析･永井茂技官)

注入対象の帯水層の地下水

に対してはあたかもトレ

ｰサｰを投入したような効

果がありその意味におい

て功罪相半ばする水質のな

である.第3表に掲げた

注入水の水質と観測井43の

水質変化がこれを物語って

いる.たおこの観測井は

注入井から5m離れた距離

にありごく小型の水中ポ

ンプを入れて43m3/目の少

量揚水を常時行なって水質一

の変化を観測している.

次にB地点における研究の概賂一覧表を第4表に示す.

B地点には観測井がなく水位の観測はもっぱら260m

離れたA地点の注入井および観測井43において行なって

おりまた注入水田の井戸は深度90皿井45m井15m

井とありその水質もそれぞれ異たっているが90m井

と45肌井はほぼ同じような水質でそれらは第5表に掲

げてある.現在のところ90m井を用いて60m3/hの

注水を行ない'10目次いし30目の連続注水を行たった後

井戸の再生揚水を100㎜ヨ/kで50分揚水後10分狂いし20

分揚水を停止しこの断続揚水を3目ないし4国行なえ�



一30{

ばまたしばらくの間60㎜3/hの注水には耐えられるよ

うである.90皿井の水質組成は注入井の帯水層の地下

水とほとんど差がないのでこの結果をも社らしたとも

考えられ今後水質の異なる水を用いまた注水量およ

び揚水量を変化させての実験的研究を継続していく予定

である.

午後1時過ぎ講演を終わって持参のサンドイッチと弁

当を開いて会場で昼食後バスに分乗して研究地への見学

と向かった.バスを利根川の堤防中段にある道路に止

めてまずA地点の見学を行なった.この180坪のA

地点は春から夏にかけては1ヵ月もそのままにしてお

けぱ雑草が身の丈程伸びるのであるがその目のために

草を刈り敷石を並べそしておもた機器にはそれぞれ

英文の名札を取り付けまた入口には新しく選定した

シンボルマｰクを入れた標示板で入口を飾った.せま

いこの構内は人で埋まったがこの研究施設を見た人女

はどう思ったであろうか事情を知っている人はよく

ぞここまでといってくれた人もあったが諸外国のこ.

の種実験設備を知っている人も多いであろうと思いわ

れわれとしてはせい一はいのこの施設も冷汗の思いであ

った.

B地点はA地点から260m離れた畑の中にありまわ

りはネギ畑と一面葉の茂ったヤマトイモ畑で畑のなか

の実験地という物めずらしさもあった､ようである.

写真12婁沼研究地B地点に見学者を迎える

発しそして川と田園のある研究地をあとに再び東京へ

と急いだ.この翌日の見学および九州東北への巡検

旅行と会議参加者は日本での意義ある日々を送りまた

それぞれの国へと散っていった.

会議は終わったそれは長くもありまた短くもあっ

た.日本で水文地質学のようだ専門家の少たい会議

を開くことカミできたそれは何にも変えがたいこの度の

収獲であったのではなかろうか.(筆者は水資源課長)

3時過ぎ3台のバスはA地点を見下す堤防の道を出

写真13

'71工AHアジア地域会議のサｰキュラｰ

とガイドブック

サｰキュラｰ

ガイドブック

妻沼人工地下水研究案内書

九州･京都巡検案内書

東北地方巡検案内書�


